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浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
三
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
略
　
歴
一
九
四
六
年
八
月
　
　
大
阪
府
堺
市
生
ま
れ
〈
学
　
歴
〉
一
九
六
五
年
三
月
　
　
大
阪
府
立
三
国
ヶ
丘
高
校
卒
業
一
九
六
九
年
三
月
　
　
京
都
大
学
法
学
部
卒
業
一
九
六
九
年
四
月
　
　
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻
修
士
課
程
入
学
一
九
七
一
年
三
月
　
　
京
都
大
学
法
学
修
士
一
九
七
四
年
四
月
　
　
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻
博
士
課
程
退
学
〈
主
な
職
歴
〉
一
九
七
四
年
五
月
　
　
京
都
大
学
法
学
部
助
手
一
九
七
五
年
四
月
　
　
法
政
大
学
法
学
部
助
教
授
一
九
八
三
年
四
月
　
　
法
政
大
学
法
学
部
教
授
（
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
）
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
四
号
四
一
九
八
三
年
九
月
　
　
パ
リ
第
二
大
学
留
学
（
一
九
八
五
年
八
月
ま
で
）
一
九
九
四
年
二
月
　
　
パ
リ
第
一
大
学
客
員
教
授
（
同
年
三
月
ま
で
）
二
〇
〇
〇
年
四
月
　
　
法
政
大
学
法
学
部
長
（
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
）
二
〇
〇
四
年
四
月
　
　
法
政
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
（
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
）
二
〇
〇
五
年
四
月
　
　
法
政
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
長
（
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
）
　
こ
の
間
、
青
山
学
院
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
福
島
大
学
、
静
岡
大
学
、
中
央
大
学
、
専
修
大
学
、
放
送
大
学
学
園
等
で
非
常
勤
講
師
を
勤
め
る
業
　
績
〈
学
会
等
の
主
な
活
動
〉
一
九
九
七
年
一
〇
月
　
日
本
学
術
会
議
会
員
（
二
〇
〇
五
年
九
月
ま
で
）
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
　
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
（
二
〇
〇
八
年
九
月
ま
で
）
一
九
九
八
年
一
〇
月
　
日
本
公
法
学
会
理
事
（
二
〇
一
六
年
九
月
ま
で
）
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
　
東
京
弁
護
士
会
懲
戒
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
ま
で
）
二
〇
〇
六
年
五
月
　
　
独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
法
科
大
学
院
認
証
評
価
委
員
会
専
門
委
員
（
二
〇
一
六
年
三
月
ま
で
）
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
五
二
〇
〇
八
年
四
月
　
　
東
京
第
一
弁
護
士
会
綱
紀
委
員
会
委
員
（
二
〇
一
六
年
三
月
ま
で
）
一
九
九
八
年
四
月
　
　
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
（
旧
上
福
岡
市
）
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
（
現
在
に
至
る
）
二
〇
〇
二
年
四
月
　
　
東
京
都
八
王
子
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
（
現
在
に
至
る
）
二
〇
〇
五
年
六
月
　
　
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
倫
理
委
員
会
委
員
（
現
在
に
至
る
）
〈
著
　
書
〉
（
共
著
）
杉
村
敏
正
・
室
井
力
（
編
）『
行
政
法
の
基
礎
』（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
七
年
）
七
〇
～
七
四
頁
、
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
、
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
、
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
、
二
〇
八
～
二
〇
九
頁
（
共
著
）
青
木
宗
也
＝
室
井
力
（
編
著
）『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
地
方
公
務
員
法
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
八
年
）
三
六
～
四
八
頁（共
著
）
室
井
力
＝
塩
野
宏
（
編
）『
行
政
法
を
学
ぶ
2
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）
三
四
三
～
三
四
七
頁
、
三
四
八
～
三
五
三
頁
（
共
著
）
渡
辺
佐
平
（
編
）『
民
主
的
行
政
改
革
の
理
論
』（
大
月
書
店
、
一
九
七
八
年
）
一
七
三
～
一
九
五
頁
（
共
著
）
広
岡
隆
＝
田
中
舘
照
橘
＝
遠
藤
博
也
（
編
）『
行
政
法
学
の
基
礎
知
識
（
一
）」（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）
一
二
三
～
一
二
九
頁
（
共
著
）
室
井
力
＝
兼
子
仁
（
編
著
）『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
地
方
自
治
法
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
八
年
）
一
七
八
～
一
八
六
頁
、
二
六
九
～
二
七
一
頁
（
共
著
）
山
田
幸
男
＝
市
原
昌
三
郎
＝
阿
部
泰
隆
（
編
著
）『
演
習
行
政
法
（
上
）』（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
九
年
）
二
九
一
～
二
九
六
頁
、
三
四
三
～
三
四
九
頁
（
共
著
）
自
治
体
問
題
研
究
所
（
編
）『
自
治
体
の
行
政
管
理
』（
自
治
体
研
究
社
、
一
九
七
九
年
）
一
三
一
～
一
五
四
頁
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
四
号
六
（
共
著
）
杉
村
敏
正
＝
室
井
力
（
編
著
）『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
地
方
自
治
法
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
九
年
）
一
三
六
～
一
三
八
頁
、
一
四
〇
～
一
七
一
頁
、
一
七
二
～
一
七
四
頁
、
一
七
五
～
一
九
九
頁
（
共
著
）
新
井
隆
一
・
熊
本
信
夫
・
金
子
正
史
・
畠
山
武
道
・
浜
川
清
『
行
政
法
第
一
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
〇
年
）
（
共
著
）
青
木
宗
也
＝
室
井
力
＝
中
山
和
久
＝
佐
藤
英
善
＝
浜
川
清
＝
清
水
敏
『
自
治
体
行
政
と
公
務
労
働
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
〇
年
）
一
〇
五
～
一
三
〇
頁
（
共
著
）
室
井
力
（
編
）『
現
代
行
政
法
入
門
（
1
）
─
─
基
本
原
理
・
行
政
組
織
法
・
行
政
作
用
法
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
一
年
）
二
五
三
～
二
六
二
頁
（
共
著
）
室
井
力
（
編
）『
現
代
行
政
法
入
門
（
2
）
─
─
行
政
救
済
法
・
主
要
な
行
政
領
域
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
二
年
）
二
九
六
～
三
三
二
頁
（
共
著
）
遠
藤
博
也
＝
阿
部
泰
隆
（
編
著
）『
講
義
行
政
法
Ⅱ
（
行
政
救
済
法
）』（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
八
二
年
）
二
一
九
～
二
四
九
頁
（
共
著
）
室
井
力
（
編
著
）『
新
版
現
代
行
政
法
入
門
（
1
）
─
─
基
本
原
理
・
行
政
作
用
法
・
行
政
救
済
法
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
四
年
）
一
六
〇
～
一
六
九
頁
（
共
著
）
室
井
力
（
編
著
）『
新
版
現
代
行
政
法
入
門
（
2
）
─
─
行
政
組
織
法
・
主
要
な
行
政
領
域
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
四
年
）
三
〇
四
～
三
四
〇
頁
（
共
著
）
室
井
力
（
編
著
）『
現
代
行
政
法
入
門
（
1
）［
新
版
第
二
版
］
─
─
基
本
原
理
・
行
政
作
用
法
・
行
政
救
済
法
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
〇
年
）
一
七
三
～
一
八
三
頁
（
共
著
）
室
井
力
（
編
著
）『
現
代
行
政
法
入
門
（
2
）［
新
版
第
二
版
］
─
─
行
政
組
織
法
・
主
要
な
行
政
領
域
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
〇
年
）
三
〇
九
～
三
四
六
頁
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
七
（
共
編
著
）
室
井
力
＝
原
野
翹
＝
福
家
俊
朗
＝
浜
川
清
（
編
著
）『
現
代
国
家
の
公
共
性
分
析
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
〇
年
）
二
五
九
～
二
八
五
頁
（
共
著
）
室
井
力
（
編
）『
資
料
現
代
行
政
法
1
─
─
基
本
原
理
・
行
政
作
用
法
・
行
政
救
済
法
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
一
年
）
（
共
著
）
室
井
力
（
編
）『
資
料
現
代
行
政
法
2
─
─
行
政
組
織
法
・
主
要
な
行
政
領
域
』
収
（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
二
年
）
（
共
著
）
室
井
力
＝
兼
子
仁
（
編
著
）『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
地
方
自
治
法
［
新
版
］』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
）
一
九
三
～
二
〇
四
頁
、
三
〇
五
～
三
〇
六
頁
（
共
著
）
室
井
力
（
編
）『
現
代
行
政
法
入
門
（
二
）［
第
四
版
］
─
─
行
政
組
織
・
主
要
な
行
政
領
域
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
五
年
）
二
六
七
～
三
〇
五
頁
（
共
著
）
室
井
力
＝
兼
子
仁
（
編
著
）『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
地
方
自
治
法
［
第
三
版
］』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
五
年
）
一
九
九
～
二
一
〇
頁
、
三
一
四
～
三
一
五
頁
（
共
著
）
小
早
川
光
郎
（
編
）
阿
部
泰
隆
・
磯
部
力
・
宇
賀
克
也
・
兼
子
仁
・
塩
野
宏
・
芝
池
義
一
・
高
木
光
・
仲
正
・
中
込
秀
樹
・
濱
秀
和
・
浜
川
清
・
外
間
寛
・
室
井
力
・
八
木
俊
道
『
行
政
手
続
法
逐
条
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）
（
共
編
著
）『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
行
政
法
Ⅰ
行
政
手
続
法
・
行
政
不
服
審
査
法
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
七
年
）
一
一
七
～
一
二
四
頁
、
二
六
三
～
二
六
九
頁
（
業
編
著
）
福
家
俊
朗
・
晴
山
一
穂
・
浜
川
清
（
編
著
）『
独
立
行
政
法
人
─
─
そ
の
概
要
と
問
題
点
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
九
年
）
一
八
～
一
九
頁
、
六
三
～
六
五
頁
、
一
〇
三
～
一
一
一
頁
（
共
著
）
室
井
力
＝
原
野
翹
（
編
著
）『
新
現
代
地
方
自
治
法
入
門
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
一
～
三
六
頁
、
三
六
～
四
一
頁
、
四
二
～
四
三
頁
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
四
号
八
（
共
著
）
室
井
力
＝
兼
子
仁
（
編
著
）『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
地
方
自
治
法
［
第
四
版
］』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
）
一
五
～
一
七
頁
、
二
一
一
頁
、
二
一
一
頁
～
二
二
三
頁
、
三
九
六
～
三
九
八
頁
（
共
著
）
室
井
力
＝
原
野
翹
（
編
著
）『
新
現
代
地
方
自
治
法
入
門
［
第
二
版
］』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
一
～
三
六
頁
、
三
六
～
四
一
頁
、
四
二
～
四
三
頁
（
共
編
著
）
原
野
翹
＝
晴
山
一
穂
＝
浜
川
清
（
編
著
）『
民
営
化
と
公
共
性
の
確
保
』（
共
編
著
）（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
三
年
）
（
共
著
）
室
井
力
（
編
）『
新
現
代
行
政
法
入
門
（
2
）
─
─
行
政
組
織
・
主
要
な
行
政
領
域
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
四
年
）
二
七
六
～
三
二
〇
頁
（
共
編
著
）
室
井
力
・
芝
池
義
一
・
浜
川
清
（
編
著
）『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
行
政
法
Ⅱ
　
行
政
事
件
訴
訟
法
・
国
家
賠
償
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
五
～
二
四
頁
、
五
四
～
七
一
頁
、
三
三
七
～
三
四
四
頁
（
共
著
）
室
井
力
（
編
著
）『
新
現
代
行
政
法
入
門
（
1
）［
補
訂
版
］
─
─
基
本
原
理
・
行
政
作
用
法
・
行
政
救
済
法
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
五
年
）
一
〇
九
～
一
五
三
頁
（
共
編
著
）
室
井
力
・
芝
池
義
一
・
浜
川
清
（
編
著
）『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
行
政
法
Ⅱ
［
第
二
版
］
行
政
事
件
訴
訟
法
・
国
家
賠
償
法
』
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
六
～
二
七
頁
、
四
三
二
～
四
四
〇
頁
（
共
編
著
）
室
井
力
・
芝
池
義
一
・
浜
川
清
（
編
著
）『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
行
政
法
Ⅰ
［
第
二
版
］
行
政
手
続
法
・
行
政
不
服
審
査
法
』
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
～
一
三
頁
、
一
三
九
～
一
四
七
頁
、
三
一
九
～
三
二
七
頁
〈
論
文
等
〉
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
一
般
理
論
の
成
立
（
一
）」
民
商
法
雑
誌
六
九
巻
六
号
（
一
九
七
四
年
）
九
八
二
～
一
〇
〇
八
頁
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
九
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
契
約
一
般
理
論
の
成
立
（
二
・
完
）」
民
商
法
雑
誌
七
〇
巻
一
号
（
一
九
七
四
年
）
四
三
～
七
四
頁
「
直
接
請
求
に
よ
る
条
例
制
定
」
佐
藤
竺
編
（
著
）『
条
例
の
制
定
過
程
』（
学
陽
書
房
、
一
九
七
八
年
）
二
三
三
～
二
八
〇
頁
「
行
政
組
織
法
・
各
省
設
置
法
を
素
材
と
す
る
行
政
の
公
共
性
分
析
の
た
め
に
」
国
公
労
調
査
時
　
一
八
三
号
（
一
九
七
八
年
）
四
二
～
五
二
頁
「
い
わ
ゆ
る
経
済
契
約
の
理
念
と
現
実
」
杉
村
敏
正
先
生
還
暦
記
念
『
現
代
行
政
と
法
の
支
配
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）
二
〇
七
～
二
二
八
頁
「
行
政
法
（
模
擬
問
題
と
解
説
）」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
二
巻
一
〇
号
（
一
九
七
八
年
）
七
五
頁
、
一
三
九
～
一
四
一
頁
「
行
政
法
（
模
擬
問
題
と
解
説
）」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
二
巻
一
二
号
（
一
九
七
八
年
）
四
五
、
一
一
八
～
一
二
〇
頁
「
地
方
公
務
員
の
勤
務
条
件
と
首
長
・
議
会
」
法
律
時
報
五
一
巻
七
号
（
一
九
七
九
年
）
三
二
～
四
〇
頁
「
公
務
員
の
定
年
制
問
題
を
ど
う
考
え
る
か
」
労
働
経
済
旬
報
一
一
一
二
号
（
一
九
七
九
年
）
一
六
～
二
一
頁
「
公
務
員
の
定
年
制
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
季
刊
労
働
法
一
一
四
号
（
一
九
七
九
年
）
五
一
～
六
〇
頁
「
自
治
体
行
政
に
お
け
る
行
政
手
段
と
公
務
員
の
役
割
─
─
職
務
実
態
調
査
と
公
務
労
働
」
法
学
志
林
七
七
巻
三
号
（
一
九
八
〇
年
）
六
三
～
八
八
頁
「
行
政
改
革
に
お
け
る
国
民
的
課
題
」
国
公
労
調
査
時
報
二
〇
六
号
（
一
九
八
〇
年
）
二
～
一
一
頁
「
行
政
の
組
織
と
作
用
を
見
直
す
視
点
」
国
公
労
調
査
時
報
二
一
三
号
（
一
九
八
〇
年
）
五
八
～
六
〇
頁
「
自
治
体
行
政
に
お
け
る
行
政
手
段
と
公
務
員
の
役
割
─
─
職
務
実
態
調
査
と
公
務
労
働
」
法
学
志
林
七
七
巻
三
号
（
一
九
八
〇
年
）
六
三
～
八
八
頁
「
自
治
体
行
政
に
お
け
る
行
政
手
段
と
公
務
員
の
役
割
─
─
職
務
実
態
調
査
と
公
務
労
働
」
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
四
号
一
〇
「
行
政
事
務
再
配
分
と
地
方
事
務
官
問
題
」
室
井
力
（
編
著
）『
行
政
事
務
再
配
分
の
理
論
と
現
状
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
六
二
～
八
九
頁
「
勤
務
条
件
法
定
主
義
・
条
例
主
義
」
成
田
頼
明
（
編
）『
行
政
法
の
争
点
』（
一
九
八
〇
年
）
一
四
八
～
一
四
九
頁
「
入
管
と
警
察
」『
現
代
の
警
察
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
〇
年
）
二
四
六
～
二
四
七
頁
「
海
上
保
安
と
警
察
」『
現
代
の
警
察
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
〇
年
）
二
四
八
～
二
四
九
頁
「
中
央
行
政
機
構
と
行
政
改
革
」
法
律
時
報
臨
時
増
刊
五
三
巻
四
号
（
一
九
八
一
年
）
一
三
五
～
一
三
九
頁
「
監
査
委
員
制
度
等
に
関
す
る
改
正
案
に
つ
い
て
」
地
方
自
治
職
員
研
修
一
四
巻
七
号
（
一
九
八
一
年
）
四
九
～
五
二
頁
「
自
主
条
例
の
現
状
と
課
題
」
法
律
時
報
五
三
巻
九
号
（
一
九
八
一
年
）
四
〇
～
四
二
頁
「
許
認
可
等
の
整
理
合
理
化
（
臨
調
第
二
次
答
申
）
の
検
討
」
法
律
時
報
五
四
巻
三
号
（
一
九
八
二
年
）
一
二
三
～
一
二
七
頁
「
人
事
院
勧
告
凍
結
と
公
務
員
の
労
働
基
本
権
」
法
学
教
室
二
九
号
（
一
九
八
三
年
）
九
一
～
九
六
頁
「
行
政
組
織
改
革
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
五
五
巻
七
号
（
一
九
八
三
年
）
一
三
六
～
一
三
九
頁
「
通
商
産
業
省
（
官
庁
の
組
織
と
権
限
）」『
官
庁
と
官
僚
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
）
九
〇
～
九
六
頁
「
行
政
改
革
と
法
律
学
（
行
政
法
学
）
の
課
題
」
法
の
科
学
一
一
号
（
一
九
八
三
年
）
九
八
～
一
一
〇
頁
「
地
方
公
務
員
の
勤
務
条
件
と
首
長
・
議
会
」
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
編
）『
自
治
体
労
働
者
の
権
利
課
題
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
）
「
行
政
契
約
」
雄
川
一
郎
＝
塩
野
宏
＝
園
部
逸
夫
（
編
）『
現
代
行
政
法
大
系2
』（
一
九
八
四
年
）
一
四
九
～
一
六
八
頁
「
直
接
請
求
制
度
の
動
向
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
一
巻
七
号
（
一
九
八
六
年
）
一
一
四
～
一
一
五
頁
「
民
間
委
託
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
二
巻
二
号
（
一
九
八
七
年
）
九
四
～
九
五
頁
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
一
一
「
事
務
委
譲
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
二
巻
三
号
（
一
九
八
七
年
）
九
八
～
九
九
頁
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
と
『
法
批
判
運
動
』」
法
の
科
学
一
五
号
（
一
九
八
七
年
）
一
九
二
～
一
九
八
頁
「
行
政
法
と
は
何
か
、
こ
れ
を
い
か
に
学
ぶ
か
？
─
─
学
問
の
特
徴
と
構
成
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
一
号
（
一
九
八
八
年
）
三
〇
～
三
一
頁
「
行
政
の
適
法
性
が
問
題
に
な
る
ワ
ケ
は
─
─
法
治
主
義
・
行
政
裁
量
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
一
号
（
一
九
八
八
年
）
四
四
～
四
六
頁
『
規
制
緩
和
の
推
進
方
策
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』（
総
務
庁
長
官
官
房
企
画
課
、
一
九
八
八
年
）
一
～
九
頁
・
一
〇
～
一
三
頁
、
七
二
～
八
三
頁
・
八
三
～
一
〇
四
頁
「
公
務
員
の
懲
戒
免
除
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
四
号
（
一
九
八
九
年
）
六
一
～
六
五
頁
『
安
全
規
制
に
つ
い
て
の
我
が
国
と
欧
米
諸
国
と
の
制
度
比
較
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』（
総
務
庁
、
一
九
八
九
年
）
一
〇
一
～
一
二
三
頁
「
産
業
政
策
に
お
け
る
国
家
機
能
の
変
化
と
法
」
法
の
科
学
一
七
号
（
一
九
八
九
年
）
五
二
～
六
五
頁
「
行
政
訴
訟
の
諸
形
式
と
そ
の
選
択
基
準
」
杉
村
敏
正
（
編
）『
行
政
救
済
法1
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
年
）
四
七
～
一
〇
四
頁
「
Ｍ
・
オ
ー
リ
ウ
に
お
け
る
取
消
訴
訟
と
通
常
訴
訟
」
雄
川
一
郎
先
生
献
呈
『
行
政
法
の
諸
問
題
（
下
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
年
）
四
一
九
～
四
五
九
頁
「
外
国
人
の
公
務
就
任
権
」
成
田
頼
明
（
編
）『
行
政
法
の
争
点
（
新
版
）』（
一
九
九
〇
年
）
一
四
二
～
一
四
三
頁
「
公
法
学
に
お
け
る
公
共
性
分
析
の
意
義
と
課
題
」
法
律
時
報
六
三
巻
一
一
号
（
一
九
九
一
年
）
六
～
一
一
頁
「
日
本
の
公
務
員
制
度
の
現
状
と
改
革
方
向
」
国
公
労
調
査
時
報
三
五
九
号
（
一
九
九
二
年
）
二
三
～
四
三
頁
「
部
分
的
秩
序
の
法
理
」
法
学
教
室
一
四
五
号
（
一
九
九
二
年
）
三
〇
～
三
一
頁
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
四
号
一
二
「
警
察
労
組
と
政
権
」
行
財
政
研
究
　
一
六
号
（
一
九
九
三
年
）
四
〇
～
四
一
頁
「
地
方
自
治
の
理
念
と
地
方
分
権
論
の
現
在
」
法
律
時
報
六
五
巻
一
一
号
（
一
九
九
三
年
）
二
～
五
頁
「
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
─
─
欧
米
諸
国
と
の
比
較
と
そ
の
問
題
点
」
国
公
労
調
査
時
報
　
三
七
一
号
（
一
九
九
三
年
）
二
五
～
三
八
頁
「
規
制
緩
和
政
策
の
現
段
階
」
行
財
政
研
究
　
二
二
号
（
一
九
九
四
年
）
一
〇
～
一
八
頁
「
規
制
緩
和
の
日
本
的
特
色
と
現
段
階
」
国
公
労
調
査
時
報
三
八
八
号
（
一
九
九
五
年
）
二
三
～
三
四
頁
「
産
業
政
策
法
制
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
三
号
（
一
九
九
五
年
）
二
四
四
～
二
五
〇
頁
「
市
の
情
報
公
開
決
定
を
争
う
国
の
原
告
適
格
」
法
律
時
報
六
七
巻
九
号
（
一
九
九
五
年
）
七
三
～
七
八
頁
「
官
僚
制
─
─
『
第
四
権
力
』
と
し
て
の
実
相
と
改
革
課
題
」
公
法
研
究
五
七
号
（
一
九
九
五
年
）
五
六
～
六
五
頁
「
職
務
執
行
命
令
訴
訟
と
主
務
大
臣
」
法
学
志
林
九
四
巻
一
号
（
一
九
九
六
年
）
三
～
三
九
頁
「
省
庁
再
編
論
の
位
置
と
め
ざ
す
も
の
」
季
刊
労
働
総
研
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
七
号
（
一
九
九
七
年
）
一
六
～
二
二
頁
「
行
政
改
革
と
官
僚
制
」『
現
代
国
家
と
法
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
二
二
七
～
二
六
八
頁
「
民
主
的
公
務
員
制
度
と
行
政
改
革
」
国
公
労
調
査
時
報
四
一
五
号
（
一
九
九
七
年
）
二
二
～
三
一
頁
「
省
庁
の
再
編
成
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
三
三
号
（
一
九
九
八
年
）
九
三
～
九
八
頁
「『
行
革
会
議
最
終
報
告
』
の
分
析
と
批
判
」
国
公
労
調
査
時
報
四
二
四
号
（
一
九
九
八
年
）
四
～
一
五
頁
「
非
核
港
湾
条
例
と
地
方
自
治
」
法
律
時
報
七
一
巻
六
号
（
一
九
九
九
年
）
一
～
三
頁
「
総
務
省
」
行
財
政
研
究
四
〇
号
（
一
九
九
九
年
）
一
九
～
二
三
頁
「
省
庁
再
編
の
論
理
」
行
財
政
研
究
四
一
号
（
一
九
九
九
年
）
二
九
～
三
七
頁
「
公
法
学
と
法
曹
養
成
問
題
」
法
律
時
報
七
二
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
四
六
～
四
九
頁
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
一
三
「
職
員
給
与
改
正
条
例
を
否
決
し
た
荒
川
区
議
会
─
─
二
三
区
の
統
一
労
使
交
渉
・
区
長
会
と
区
議
会
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
」
東
京
一
九
九
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
～
一
二
頁
「
公
務
員
の
人
権
と
公
務
員
制
度
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
九
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
八
〇
～
八
五
頁
「
行
政
訴
訟
改
革
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
七
三
巻
七
号
（
二
〇
〇
一
年
）
六
三
～
六
七
頁
「
批
判
さ
れ
る
官
僚
制
と
政
治
の
『
役
割
』」
行
財
政
研
究
四
八
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
頁
「
政
治
と
官
僚
制
」
学
術
の
動
向
七
巻
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）
五
九
～
六
一
頁
「
情
報
公
開
審
査
会
の
実
際
か
ら
」
法
律
時
報
七
五
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
六
九
～
七
一
頁
「
食
品
表
示
制
度
と
安
全
規
制
の
シ
ス
テ
ム
」
学
術
の
動
向
八
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
三
〇
～
三
二
頁
「
司
法
裁
判
制
度
下
の
行
政
訴
訟
改
革
─
─
新
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
の
す
す
め
」
法
律
時
報
七
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
三
～
一
〇
七
頁
「
公
法
と
私
法
」『
行
政
法
の
争
点
［
第
三
版
］』（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
～
一
一
頁
「
食
品
表
示
制
度
と
安
全
規
制
の
シ
ス
テ
ム
」
日
本
学
術
協
力
財
団
（
編
）『
食
の
安
全
と
安
心
を
守
る
』（
二
〇
〇
五
年
）
一
一
七
～
一
二
二
頁
「
行
政
改
革
下
に
お
け
る
行
政
と
行
政
法
」
公
法
研
究
七
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）
四
一
～
六
一
頁
「
第
二
部
会
（
変
容
す
る
公
共
性
）
討
論
要
旨
」
公
法
研
究
七
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
〇
九
～
二
一
一
頁
「
修
了
生
の
職
域
拡
大
と
法
科
大
学
院
協
会
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
六
二
巻
八
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
七
～
三
二
頁
「
暴
力
団
排
除
条
例
の
特
色
と
法
律
問
題
」
都
市
問
題
一
〇
三
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）
三
八
～
四
六
頁
「『
公
の
構
造
変
化
』
分
科
会
の
審
議
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
八
四
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
五
八
～
六
二
頁
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
四
号
一
四
「
杉
村
先
生
の
法
治
主
義
論
」
杉
村
敏
正
先
生
追
悼
『
杉
村
敏
正
先
生
の
人
と
学
問
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
一
〇
四
～
一
一
九
頁
〈
学
会
報
告
等
〉
行
政
改
革
と
法
律
学
の
課
題
（
民
主
主
義
科
学
者
協
会
法
律
部
会
、
一
九
八
二
年
）
産
業
政
策
に
お
け
る
国
家
機
能
の
変
化
と
法
（
民
主
主
義
科
学
者
協
会
法
律
部
会
、
一
九
八
八
年
）
官
僚
制
─
─
第
四
権
と
し
て
の
実
相
と
改
革
課
題
（
日
本
公
法
学
会
、
一
九
九
四
年
）
公
法
学
と
法
曹
養
成
問
題
（
学
術
会
議
第
二
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
〇
〇
年
）
中
央
省
庁
改
革
に
つ
い
て
（
行
政
法
理
論
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
行
政
訴
訟
改
革
に
つ
い
て
（
行
政
法
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
〇
三
年
）
行
政
改
革
下
に
お
け
る
行
政
と
行
政
法
（
日
本
公
法
学
会
、
二
〇
〇
七
年
）
Colloqueinternationalinter-universitaire«Laptotectiondesinform
ationsd
’ordrepersonneletlesactivités
delaforcepublique»,R
evuedesciencecrim
inelleetdedroitpénalcom
paré1993,pp.843
─844
〈
書
評
等
〉
「
行
政
法
（
一
九
七
九
年
学
界
回
顧
）」
法
律
時
報
五
一
巻
一
三
号
（
一
九
七
九
年
）
二
〇
～
二
七
頁
「『
国
と
地
方
の
関
係
─
機
関
委
任
事
務
を
め
ぐ
っ
て
─
』」
地
方
自
治
職
員
研
修
　
一
三
巻
一
〇
号
（
一
九
八
〇
年
）
八
四
～
八
五
頁
「
行
政
法
（
一
九
八
〇
年
学
界
回
顧
）」
法
律
時
報
五
二
巻
一
二
号
（
一
九
八
〇
年
）
一
四
～
二
〇
頁
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
一
五
「
行
政
法
（
一
九
八
一
年
学
界
回
顧
）」
法
律
時
報
五
三
巻
一
三
号
（
一
九
八
一
年
）
一
七
～
二
三
頁
「
村
上
順
著
『
近
代
行
政
裁
判
制
度
の
研
究
』」
法
律
時
報
五
九
巻
三
号
（
一
九
八
七
年
）
一
一
八
～
一
二
〇
頁
「
公
務
・
公
共
業
務
労
働
組
合
共
闘
会
議
編
『
検
証
臨
調
行
革
一
〇
年
』」
国
公
労
調
査
時
報
三
五
三
号
（
一
九
九
二
年
）
四
四
～
四
七
頁
（
共
著
）
浜
川
清
・
西
田
幸
介
「
行
政
法
」『
判
例
回
顧
と
展
望
二
〇
〇
四
』（
法
律
時
報
臨
時
増
刊
、
二
〇
〇
五
年
）
二
三
～
三
九
頁
（
共
著
）
浜
川
清
・
西
田
幸
介
「
行
政
法
」『
判
例
回
顧
と
展
望
二
〇
〇
五
』（
法
律
時
報
臨
時
増
刊
、
二
〇
〇
六
年
）
二
八
～
四
九
頁
（
共
著
）
浜
川
清
・
西
田
幸
介
「
行
政
法
」『
判
例
回
顧
と
展
望
二
〇
〇
六
』（
法
律
時
報
臨
時
増
刊
、
二
〇
〇
七
年
）
二
八
～
四
九
頁
「〈
学
界
展
望
〉
行
政
法
」
公
法
研
究
七
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
六
〇
～
二
六
九
頁
「〈
学
界
展
望
〉
行
政
法
」
公
法
研
究
七
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
六
六
～
二
七
六
頁
〈
判
例
解
説
〉
「
競
輪
選
手
登
録
消
除
処
分
が
実
体
上
お
よ
び
手
続
上
適
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
」
自
治
研
究
五
二
巻
五
号
（
一
九
七
六
年
）
一
三
四
～
一
四
二
頁
「
運
転
免
許
の
取
消
処
分
に
お
け
る
聴
聞
手
続
」
昭
和
五
〇
年
度
重
要
判
例
解
説
（
一
九
七
六
年
）
二
七
～
二
九
頁
「
地
方
公
務
員
の
『
定
年
退
職
制
度
』
判
決
を
め
ぐ
っ
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
七
五
号
（
一
九
七
八
年
）
一
〇
四
～
一
一
〇
頁
「
地
方
海
難
審
判
庁
の
原
因
解
明
裁
決
に
対
す
る
受
審
人
及
び
指
定
海
難
関
係
人
の
第
二
審
請
求
権
の
有
無
（
最
二
判
五
三
・
三
・
一
〇
）」
判
例
評
論
二
四
〇
号
（
一
九
七
九
年
）
二
～
五
頁
「
地
方
公
共
団
体
の
代
表
機
関
の
行
為
と
民
法
四
四
条
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
』（
一
九
七
九
年
）
三
八
～
三
九
頁
「
条
例
に
よ
る
財
産
権
の
制
限
─
─
奈
良
県
た
め
池
保
全
条
例
事
件
」『
公
法
入
門
』（
地
方
自
治
職
員
研
修
臨
時
増
刊
一
号
）（
一
九
七
九
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
四
号
一
六
年
）
二
一
三
～
二
一
五
頁
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
指
導
要
綱
の
法
的
性
質
」『
公
法
入
門
』（
地
方
自
治
職
員
研
修
臨
時
増
刊
一
号
）（
一
九
七
九
年
）
二
一
六
～
二
一
八
頁「議
決
を
経
ず
に
な
さ
れ
た
契
約
の
効
力
」『
地
方
自
治
判
例
百
選
』
所
収
（
一
九
八
一
年
一
月
一
〇
日
）
一
六
六
～
一
六
七
頁
「
公
務
員
の
政
治
的
行
為
制
限
の
法
理
─
─
全
逓
横
断
幕
事
件
上
告
審
判
決
を
契
機
に
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三
八
号
（
一
九
八
一
年
）
六
一
～
六
七
頁
「
都
道
府
県
医
師
会
が
優
生
保
護
法
一
四
条
一
項
に
基
づ
い
て
す
る
指
定
の
法
的
性
質
、
お
よ
び
、
右
指
定
の
取
消
・
指
定
申
請
却
下
の
各
処
分
の
適
否
─
菊
田
医
師
優
生
保
護
医
指
定
取
消
事
件
第
一
審
判
決
（
仙
台
地
判
昭
和
五
七
・
三
・
三
〇
）」
判
例
評
論
二
九
三
号
（
一
九
八
三
年
）
一
七
四
～
一
八
〇
頁
「
国
家
公
務
員
に
対
す
る
国
の
安
全
配
慮
義
務
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
二
版
］』（
一
九
八
七
年
）
五
六
～
五
七
頁
「
給
与
の
過
払
と
相
殺
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
二
版
］』（
一
九
八
七
年
）
七
二
～
七
三
頁
「
国
家
公
務
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分
に
つ
き
修
正
裁
決
が
あ
っ
た
場
合
の
右
処
分
の
帰
す
う
（
最
三
判
六
二
・
四
・
二
一
）」
判
例
評
論
三
四
九
号
（
一
九
八
八
年
）
五
五
～
五
八
頁
「
竣
功
認
可
以
前
の
不
法
占
有
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
」『
街
づ
く
り
・
国
づ
く
り
判
例
百
選
』（
一
九
八
九
年
）
一
九
〇
～
一
九
一
頁
「
公
務
員
の
公
職
へ
の
立
候
補
制
限
と
兼
職
の
禁
止
（
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
元
年
四
月
二
七
日
判
決
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
四
五
号
（
一
九
八
九
年
）
九
七
～
一
〇
二
頁
「
町
に
よ
る
大
臣
就
任
祝
賀
式
典
費
用
の
支
出
」『
地
方
自
治
判
例
百
選
［
第
二
版
］』（
一
九
九
三
年
）
一
六
八
～
一
六
九
頁
「
国
家
公
務
員
に
対
す
る
国
の
安
全
配
慮
義
務
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
三
版
］』（
一
九
九
三
年
）
四
四
～
四
五
頁
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
一
七
「
給
与
の
過
払
と
相
殺
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
三
版
］』（
一
九
九
三
年
）
六
六
～
六
七
頁
「
国
家
公
務
員
に
対
す
る
国
の
安
全
配
慮
義
務
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
四
版
］』（
一
九
九
九
年
）
四
四
～
四
五
頁
「
給
与
の
過
払
い
と
相
殺
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
四
版
］』（
一
九
九
九
年
）
六
八
～
六
九
頁
「
航
空
機
の
運
航
の
安
全
確
保
と
行
政
・
司
法
の
役
割
─
─
Ｊ
Ａ
Ｌ
運
航
乗
務
員
就
業
規
則
変
更
事
件
を
素
材
に
し
て
」
行
財
政
研
究
五
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
三
一
～
三
九
頁
「
町
に
よ
る
大
臣
就
任
祝
賀
式
典
費
用
の
支
出
」『
地
方
自
治
判
例
百
選
［
第
三
版
］』（
二
〇
〇
三
年
）
一
五
〇
～
一
五
一
頁
「
在
外
国
民
選
挙
権
最
高
裁
判
決
と
公
法
上
の
確
認
訴
訟
」
法
律
時
報
七
八
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
八
四
～
八
八
頁
「
給
与
の
過
払
い
と
相
殺
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
五
版
］』（
二
〇
〇
六
年
）
七
〇
～
七
一
頁
「
義
務
不
存
在
確
認
を
求
め
る
訴
え
」『
行
政
判
例
百
選
Ⅱ
［
第
五
版
］』（
二
〇
〇
六
年
）
四
二
六
～
四
二
七
頁
「
長
の
職
務
と
交
際
費
」『
地
方
自
治
判
例
百
選
［
第
四
版
］』（
二
〇
一
三
年
）
一
二
八
～
一
二
九
頁
〈
翻
　
訳
〉
「G
érardT
im
isit
　
人
権
宣
言
の
主
要
原
理
と
フ
ラ
ン
ス
行
政
」
法
学
志
林
八
七
巻
三
号
（
一
九
九
〇
年
）
六
三
～
八
五
頁
「EtiennePicard
　
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
警
察
と
個
人
情
報
の
秘
密
」
法
学
志
林
九
〇
巻
三
号
（
一
九
九
三
年
）
一
～
六
七
頁
「EtiennePicard
　
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
警
察
と
個
人
情
報
の
秘
密
」
吉
川
経
夫
（
編
）『
各
国
警
察
制
度
の
再
編
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
年
）
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
四
号
一
八
〈
座
談
会
等
〉
（
研
究
会
）
浦
部
法
穂
・
永
井
憲
一
・
晴
山
一
穂
・
兼
子
仁
・
浜
川
清
・
室
井
力
・
小
林
直
樹
・
原
野
翹
・
和
田
英
夫
「
公
務
員
争
議
権
問
題
の
公
法
的
検
討
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
〇
八
号
（
一
九
八
〇
年
）
五
〇
～
六
五
頁
（
座
談
会
）
西
尾
勝
・
野
村
か
つ
子
・
浜
川
清
、
司
会
・
須
田
春
海
「
市
民
参
加
─
─
運
動
と
制
度
を
め
ぐ
っ
て
」
地
方
自
治
通
信
一
三
八
号
（
一
九
八
一
年
）
六
～
二
二
頁
（
座
談
会
）
中
山
和
久
・
室
井
力
・
佐
藤
英
善
・
浜
川
清
「
行
政
改
革
と
労
働
者
の
権
利
」
労
働
法
律
旬
報
一
〇
三
一
＝
一
〇
三
二
号
（
一
九
八
一
年
）
一
二
～
三
三
頁
（
座
談
会
）
伊
藤
眞
・
石
川
才
顯
・
鎌
田
薫
・
杉
原
泰
雄
・
角
田
邦
重
・
浜
川
清
「
判
例
回
顧
と
展
望
」
法
律
時
報
五
九
巻
四
号
（
一
九
八
七
年
）
三
～
二
八
頁
（
座
談
会
）
伊
藤
眞
・
鎌
田
薫
・
杉
原
泰
雄
・
角
田
邦
重
・
浜
川
清
・
村
井
敏
邦
「
判
例
回
顧
と
展
望
」
法
律
時
報
六
〇
巻
四
号
（
一
九
八
八
年
）
三
～
二
二
頁
（
座
談
会
）
清
水
睦
・
梅
本
吉
彦
・
奥
島
孝
康
・
鎌
田
薫
・
角
田
邦
重
・
浜
川
清
・
村
井
敏
邦
「
判
例
回
顧
と
展
望
」
法
律
時
報
六
一
巻
四
号
（
一
九
八
九
年
）
三
～
二
七
頁
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
市
橋
克
哉
・
鈴
木
英
一
・
浜
川
清
・
福
家
俊
朗
・
水
口
憲
人
・
室
井
力
・
森
英
樹
・
横
田
茂
「
現
代
国
家
に
お
け
る
公
共
性
─
─
そ
の
学
際
的
研
究
を
め
ざ
し
て
」
法
律
時
報
六
三
巻
一
一
号
（
一
九
九
一
年
）
四
八
～
七
五
頁
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
芝
池
義
一
・
紙
野
健
二
・
小
早
川
光
郎
・
浜
川
清
・
原
野
翹
・
室
井
力
「
行
政
手
続
法
要
綱
案
の
検
討
─
─
行
政
手
続
法
対
案
研
究
会
『
対
案
』
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
」
法
律
時
報
六
五
巻
六
号
（
一
九
九
三
年
）
九
〇
～
一
一
〇
頁
（
研
究
会
）
宇
賀
克
也
・
外
間
寛
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
浜
川
清
・
八
木
俊
道
「
行
政
手
続
法
〈
第
一
回
〉─Ⅰ
　
本
法
制
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
一
九
定
の
背
景
と
経
緯
（
そ
の
一
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
九
号
（
一
九
九
四
年
）
四
四
～
六
八
頁
（
研
究
会
）
宇
賀
克
也
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
・
八
木
俊
道
「
行
政
手
続
法
〈
第
二
回
〉─Ⅰ
　
本
法
制
定
の
背
景
と
経
緯
（
そ
の
二
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
五
二
号
（
一
九
九
四
年
）
五
八
～
七
八
頁
（
研
究
会
）
宇
賀
克
也
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
三
回
〉─Ⅰ
　
本
法
制
定
の
背
景
と
経
緯
（
そ
の
三
）
／
Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
一
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
五
四
号
（
一
九
九
四
年
）
三
六
～
五
八
頁
（
研
究
会
）
兼
子
仁
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
四
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
二
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
五
六
号
（
一
九
九
四
年
）
七
六
～
九
六
頁
（
研
究
会
）
中
込
秀
樹
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
五
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
三
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
五
八
号
（
一
九
九
四
年
）
四
四
～
六
八
頁
（
研
究
会
）
宇
賀
克
也
・
中
込
秀
樹
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
六
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
四
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
一
号
（
一
九
九
五
年
）
七
四
～
一
〇
七
頁
（
研
究
会
）
宇
賀
克
也
・
中
込
秀
樹
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「「
行
政
手
続
法
〈
第
七
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
五
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
三
号
（
一
九
九
五
年
）
八
二
～
一
〇
六
頁
（
研
究
会
）
宇
賀
克
也
・
中
込
秀
樹
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
八
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
六
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
五
号
（
一
九
九
五
年
）
二
八
～
四
九
頁
（
研
究
会
）
阿
部
泰
隆
・
中
込
秀
樹
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
九
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
七
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
七
号
（
一
九
九
五
年
）
五
二
～
八
一
頁
（
研
究
会
）
中
込
秀
樹
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
一
〇
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
四
号
二
〇
八
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
九
号
（
一
九
九
五
年
）
一
〇
六
～
一
三
五
頁
（
研
究
会
）
芝
池
義
一
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
一
一
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
九
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
二
号
（
一
九
九
五
年
）
一
五
二
～
一
七
九
頁
（
研
究
会
）
芝
池
義
一
・
濱
秀
和
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
一
二
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
一
〇
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
四
号
（
一
九
九
五
年
）
一
四
四
～
一
七
一
頁
（
研
究
会
）
室
井
力
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「
行
政
手
続
法
〈
第
一
三
回
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
一
一
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
五
号
（
一
九
九
五
年
）
一
〇
四
～
一
三
七
頁
（
研
究
会
）
磯
部
力
・
小
早
川
光
郎
・
塩
野
宏
・
高
木
光
・
仲
正
・
浜
川
清
「「
行
政
手
続
法
〈
第
一
四
回
・
完
〉─Ⅱ
　
本
法
の
内
容
（
そ
の
一
二
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
六
号
（
一
九
九
五
年
）
七
八
～
一
一
一
頁
「
質
疑
応
答
」『
フ
ラ
ン
ス
Ｅ
Ｎ
Ａ
官
僚
の
実
像
』（
人
事
院
、
一
九
九
九
年
三
月
）
三
七
～
五
三
頁
（
座
談
会
）
西
谷
敏
・
浜
川
清
・
晴
山
一
穂
「『
こ
の
国
の
か
た
ち
』
と
公
務
員
制
度
改
革
─
─
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
、
意
味
を
考
え
る
」
季
刊
自
治
と
分
権
四
号
（
二
〇
〇
一
年
）
六
～
三
七
頁
（
座
談
会
）
高
谷
覚
・
齋
藤
成
俊
・
森
山
善
基
・
太
田
宏
美
・
紺
野
加
奈
子
・
合
田
信
一
・
小
山
健
介
・
関
俊
彦
・
塩
崎
勤
・
木
谷
明
・
浜
川
清
「
新
司
法
試
験
合
格
者
座
談
会
」
法
政
法
科
大
学
院
紀
要
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
一
五
～
二
三
七
頁
〈
鑑
定
意
見
〉
地
労
委
委
員
推
薦
制
度
に
お
け
る
労
働
組
合
の
地
位
（
大
阪
地
裁
、
一
九
八
三
年
）
事
務
組
合
と
退
職
承
認
処
分
（
館
山
市
退
職
手
当
住
民
訴
訟
）（
千
葉
地
裁
、
一
九
八
八
年
）
浜
川
清
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧
二
一
勤
務
条
件
法
定
主
義
（
東
京
中
郵
慣
行
休
息
事
件
）（
東
京
地
裁
、
一
九
八
九
年
）
補
助
金
交
付
の
法
的
性
質
（
就
学
援
助
手
当
事
件
）（
大
阪
地
裁
、
一
九
九
〇
年
）
千
葉
市
中
央
卸
売
市
場
移
転
住
民
訴
訟
（
千
葉
地
裁
、
一
九
九
〇
年
）
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
処
分
性
（
大
阪
地
裁
、
一
九
九
〇
年
）
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
療
養
費
用
支
給
拒
否
処
分
の
性
質
（
横
浜
地
裁
、
一
九
九
二
年
）
主
務
大
臣
論
（
沖
縄
県
知
事
職
務
執
行
命
令
訴
訟
）（
福
岡
高
等
裁
判
所
那
覇
支
部
、
一
九
九
六
年
）
